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 線虫遺伝子破壊による低分子量Ｇ蛋白質ＲＡＢファミリーのゲノム機能解析 

（メッセージ） 

 

多細胞系における低分子量 G 蛋白質 RAB ファミリーの生理機能を明らかにするため、

線虫を用いた体系的なゲノム機能解析を行っています。線虫は 1,000 細胞から構成さ

れる単純な多細胞動物ですが、筋肉系、神経系、消化管系、生殖系など多様な組織か

ら構成され、ヒトと本質的には共通の生物学的特性を持っています。ヒトでは 60 以上

の Rab 分子種が同定されていますが、線虫 Rab はヒトの約半数しかなく、多細胞系に

おける Rab ファミリーの体系的解析に適しています。Rab および Rab の機能発現に関わ

る分子群の遺伝学的、細胞生物学的解析を駆使して、各 Rab 分子がどのような生命現

象に関わるのかを明らかにしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいた

します。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

 

線虫分子遺伝学全般、線虫欠失変異体の作成、トランスジェニック線虫作成、蛍光を指標

とした線虫ソーターによるスクリーニングなどの実験技術があります。線虫欠失変異株、

発現解析用ベクター、各組織やオルガネラを可視化するためのトランスジェニックマーカ

ーなどをリソースとして提供可能です。 


